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資料：国土数値情報 土地利用メッシュ（国土交通省）

≪人口集中地区（DID）の変遷≫

資料：国勢調査（総務省）

※沿線市町とは、
神奈川県：平塚市、大磯町、二宮町、小田原市

沿線人口が
約1.6倍の増加

≪沿線市町のDIDの面積の変化≫

≪沿線市町の人口の変化≫

資料：2019年4月ヒアリング調査結果

≪沿線自治体の声≫
○小田原厚木道路は、生活に欠かせない道路になっています。 （二宮町）
○首都圏から本町への自動車交通における主要なアクセスルートとなり、町民や観光客をはじめとする人的

移動や物流に重要な役割を担い、本町の観光振興や町民生活に大きく貢献しています。（箱根町）
○東名高速道路へのアクセスがあるので、都心(用賀IC)から1時間で来られる場所になり、車での来訪者が

増加しました。（大磯町）

小田原厚木道路沿線のDID面積が約4.6倍に増加し、人口も約1.6倍に増加

二宮IC周辺の昔と今

○二宮町は、大都市圏へのアクセスが良く、豊かな自然環境にも恵まれ、気候温暖で良質な住宅地として、小田原厚木
道路の開通などを契機に発展。

○人口の増加や人口集中地区（DID）が増加するなど地域の発展に寄与している。

人口集中地区（DID）

1970年のDID地区

2015年までに拡大したDID地区

N

沿線地域が活性化し、人口の増加（約1.6倍）に大きく貢献！
人口集中地区の面積が約4.6倍に増加！

整備効果②：活気あるまちづくりへの貢献

全線開通

全線開通

DID面積が
約4.6倍の増加

沿線市町の伸び
全国の伸び

静岡方面

東京方面

1961年

静岡方面

東京方面

二宮IC

2007年二宮団地
（1965年造成）

資料：国土地理院ウェブサイト

現在の二宮団地のエリア

二宮IC（事業化前）

二宮IC
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